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研究成果の概要（和文）：現代知識社会では、公共部門（大学や公的研究機関）における知識生産、及び、知識
生産を担う知識人材の育成は、イノベーションの源泉を形成している。日本を含む先進諸国ではイノベーション
政策の一環として、公的部門における知識生産及び人材育成に関する多数の政策が実施されているが、現状の政
策設計には幾つかの限界が存在する。本研究では日本及び先進諸国の大学・公的研究機関に所属する知識人材を
対象としたフィールド調査、及び、二次データに基づく計量分析を通じて、知識生産と人材育成の相互作用を分
析し、持続的なイノベーションに資する政策設計を検討した。

研究成果の概要（英文）：In the contemporary knowledge-based economy, the development of knowledge as
 well as the development of knowledge workers at the public sector play key roles in innovation. In 
fact, Japan and other advanced economies have implemented various policies concerning knowledge 
development and knowledge worker development, but there remain a few limitations in the current 
policy design. This project examines the interactive process of knowledge development and knowledge 
worker development and discusses possible policy designs for sustainable innovation through field 
studies of knowledge workers in the public sector as well as quantitative analyses of secondary 
data.

研究分野： 科学技術政策
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は、知識生産と知識人材育成の背景にあるミクロ・メカニズムの理解に資するものである。日本を
含む先進諸国では持続的イノベーションに向けて、人材育成及び知識生産の促進を目的とした様々な政策が実施
されているが、本研究の成果はこれらの政策設計に対する理論的・実証的基盤を提供し、より効果的な政策設計
に貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
１．研究開始当初の背景 
 
現代知識社会において「イノベーション・システム」―すなわち公共・民間部門の諸組織の相互
作用を通じた知識・技術の生産・普及の仕組み―の果たす役割は極めて重要であるが、とりわけ
公共部門（大学や公的研究機関）の担う「知識生産」、また、それを実行する「知識人材」の育
成はイノベーションの源泉として社会の基盤を形成している。日本を含む先進諸国ではイノベ
ーション政策の一環として、公的部門における知識生産の促進を目的とした多数の施策が実施
されてきたが、現状の政策には２つの重大な課題が存在する。第１に、近年の政策の多くは直接
的社会貢献を強調する一方で、科学技術基盤の強化を通じた間接的貢献や、潜在的ニーズの開拓
を通じた長期的・先見的貢献など、公共部門特有の機能が軽視される傾向にある。第２に、多く
の政策は知識や技術等の具体的な成果物に主眼を置く一方、その生産を担う人材の扱いは副次
的に留まる。イノベーションの源泉が知識人材にあり、その育成には長期間を要することを考え
れば、持続可能性の点で問題があることは明らかである。これらの課題は先進諸国に共通して観
察され、持続的イノベーション・システムを構築するための政策的枠組みの構築が国際競争力の
観点からも急務となっている。 
 
 
２．研究の目的 
 
持続的イノベーションを実現するためには、「知識生産」とその担い手である「知識人材の育成」
を統合的に理解する必要がある。然るに、関連する先行研究には２つの論点の間に乖離が存在し、
政策設計に充分な示唆を提示するには至っていない。そこで本研究では「知識生産」と「知識人
材育成」の統合的な理論構築を通じて、イノベーション政策への示唆を提供することを目的とし
た。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は理論モデルの構築、実証分析によるモデル検証、政策評価の３要素から構成される。理
論モデルと実証分析においては、知識人材個人を分析単位として、知識生産及び人材育成の背景
にあるメカニズムの理解を目指す。実証分析では、日本及び先進諸国の大学・公的研究機関に所
属する知識人材を対象としたフィールド調査（インタビュー・質問票）によりデータを取得し、
これを計量経済分析に供する。さらに長期的・一般的な傾向を理解するために、二次データ（文
献書誌情報）を用いた科学計量書誌学的分析を行う。また、知識と知識人材を多面的に評価する
ために各種計量指標の開発にも取り組む。以上の分析に基づき、現状の関連政策を評価する共に
将来的な政策の提言に繋げる。 
 
 
４．研究成果 
 
本プロジェクトでは、知識生産と人材育成を統合的に理解する目的で、大学院における研究トレ
ーニングの場に焦点を当てて、ジュニア世代・シニア世代の知識人材（具体的には博士課程の学
生とその指導教員）の役割、両者の関係を具体的に分析した。さらに、その短期的・長期的影響
を評価する目的で、両世代による知識生産を 10 年間に渡り追跡した。これにより
Shibayama(2019)は、知識人材育成と知識生産の両プロセスの間には補完関係と対立関係が存在
することを示した。とりわけ対立関係については、知識生産が知識人材育成に比べて優先され、
結果的に充分な人材育成が行われない可能性が示唆された。 
 
次に、公的部門では既存のニーズに直接的に応えるだけではなく、潜在的ニーズを開拓するよう
な先見的な知識生産が重要であることに鑑み、そのような知識生産に寄与する人材育成につい
て検討した。ここでは特に知識の「新規性（Novelty）」に着目し、まず同概念を定量化する手法
の開発に取り組んだ(Shibayama & Wang 2020; Matsumoto et al. 2021; Shibayama et al. 
2021）。これらの定量化手法を用いて、ジュニア世代・シニア世代の知識生産の時間変化を分析
した結果、一定の人材育成環境下においてシニア世代の知識生産の新規性は、ジュニア世代の知
識生産の新規性に受け継がれることが示された(Wang & Shibayama, 2022; Shibayama 2021）。
さらに、博士課程における研究トレーニングを通じて、知識生産の背景にある研究戦略やアプロ
ーチが移転されていることも示唆された(Yoshioka-Kobayashi & Shibayama, 2020)。 
 
さらに知識生産の波及効果を理解する目的で、公的部門と民間部門の境界領域における人材育
成・知識生産について分析を行った。Yoshioka-Kobayashi & Shibayama (2021)は、社会人経験
を有した上で、博士課程における研究トレーニングを行うこと（いわゆる社会人博士）が知識生
産に与える影響について検討した。一方、Muscio et al. (2020)は、博士課程における研究トレ



ーニングの環境とジュニア世代のキャリア選択に着目し、とりわけジュニア世代による起業活
動を分析した。その結果、充実した人材育成環境は公的部門におけるキャリア選択を促進すると
共に、一定の条件下では起業活動も促進し、部門間の知識移転に寄与する可能性が示唆された。 
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